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研究成果の概要（和文）：年縞の解析による高精度の気候変動の復元によって、モンスーンアジ

アの稲作漁撈文明の興亡が、気候変動からいかなる影響を受けたかを解明した。とりわけメコ

ン文明の一つであるカンボジアのクメール文明の興亡については、プンスナイ遺跡の発掘調査

を実施し、水の祭壇をはじめ、数々の新事実の発見を行った。稲作漁撈文明は水の文明であり

アンコールワットの文明崩壊にも、気候変動が大きな役割を果たしていたことを明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：By reconstructing the precise annual history based on the 
examination of annually laminated sediments, this project elucidated how the rise and 
fall of rice-cultivating and fishing civilizations in monsoon Asia had influenced by 
climatic fluctuations. As for Khmer civilization in particular, an archaeological 
investigation of Phum Snay yielded a series of new findings including the discovery of 
an altar of water. It became clear that the rice-cultivating and fishing civilization 
is a civilization centered on water and that the climatic change had a considerable impact 
for the collapse of Angkor civilization.  
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１．研究開始当初の背景 
「長江文明の探求」プロジェクトによって、
年縞の解析による年単位の気候変動復元の
手法が確立され、かつ長江文明によって代表
される稲作漁撈文明が存在することが明ら
かとなった。本研究はその年縞と長江文明の
発見の上に立って、長江文明の発展形態とし

てのモンスーンアジアの稲作漁撈文明が、気
候変動によっていかなる影響をうけたかを
解明するために出発した。 
２．研究の目的 

本研究課題では、年縞の分析によりアジア
の環境変動を年単位で復元し、同時に稲作漁
撈文明の考古学的・歴史的実態を明らかにす
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ることで、アジアの文明が環境変動との関わ
り合いの中でどのように発展し、いかに衰退
したのかを解明することを全体の目的とす
る。研究の対象はモンスーンアジアの稲作
漁撈文明、とくに日本文明、長江文明、メ
コン文明とガンジス文明などの稲作漁撈文
明である。年縞がある潟湖周辺は古くから
稲作漁撈文明の居住地となってきたところ
であり、年縞は稲作漁撈文明を環境史との
相互関係において研究する最良の研究素材
である。 

 
３．研究の方法 
年縞の正確な枚数の計測により、正しい時間
軸を確定し、年縞に含まれる微化石や地球化
学的分析によって年単位の気候変動などの
環境史を復元する。つぎに遺跡の考古学的発
掘調査によって、稲作漁撈文明の興亡史を解
明し、モンスーンアジアの気候変動が稲作漁
撈文明の興亡にいかなる影響を与えたかを
明らかにする。 
 
４．研究成果 
（１）本研究では４２００年前の長江文明の

崩壊によってメコン川を下って南下した

人々が建国したクメール文明の興亡の実態

について解明した。クメール文明の興亡の解

明のために、カンボジアのプンスナイ遺跡の

発掘調査を実施した。その結果、プンスナイ

遺跡の発掘調査によって、この遺跡が中国長

江文明の影響を強く受けた文明であったこ

とが明らかとなった。その証拠として①長江

文明と同じ黒陶土器の出現 ②共通の太陽

紋 ③青銅器の原産地が長江流域の中国南

部であること ④抜歯の風習をもつことな

どが発見された。青銅器の同位体比の分析か

らベトナムに流下する紅河とメコン川流域

とではともに中国南部に原産地がもとめら

れるものの、相互にまったく交流がないこと

が判明した。東南アジアの内陸部の文明の交

流は、大河川に沿って南北に移動する交流で

あり、脊梁山脈をこえる流域横断的な交流は

きわめてまれであったことが明らかとなっ

た。プンスナイ遺跡からは女性の兵士とみな

される人骨が出土し、稲作漁撈社会には女性

の戦士がいたことが判明した。プンスナイ遺

跡からは漆喰を塗った直径１８ｍ前後、高さ

３ｍ以上のプラスターマウンドが４基発見

された。発掘調査の結果このプラスターマウ

ンドは水の祭壇であることが明らかとなっ

た。紀元前５世紀からクメール文明はすでに

水の文明であったことが明らかとなった。ア

ンコールトムの環濠堆積物の昆虫化石の分

析から、当時世界最大の人口を有していたア

ンコールトムの環濠の水は、飲めるほどにき

れいであったことが明らかとなった。 

（２）秋田県目潟やバリ島の火口湖の湖底に
堆積する年縞堆積物を採取し、年縞に含まれ
る花粉や珪藻などの微化石や年縞の地球化
学的分析を行った結果、過去４０００年間の
高精度の気候変動や災害の歴史が解明され
た。これによってプンスナイ遺跡が放棄され
た紀元後３世紀に、メコン川流域には大洪水
があり、プンスナイ遺跡は厚さ３メ－トル近
い洪水層によっておおわれた。アンコールワ
ットの文明が崩壊した１５世紀も、モンスー
ンが弱化する気候変動期に相当することが
明らかとなった。大洪水や大干ばつが引き起
こされ、それが稲作漁撈文明の興亡に決定的
な意味を持っていたことが解明できた。 
（３）モンスーンアジアの稲作漁撈文明の興
亡が、西方ユーラシアのエジプト文明の興亡
といかなる関わりを有しているかを解明す
るために、エジプトのカルーン湖の年縞堆積
物の解析を行った。エジプト文明はナイル川
の水位の変動に翻弄されたが、そのナイル川
の水位の変動はモンスーンの活発・不活発に
よって大きな影響を受ける。モンスーンアジ
アの稲作漁撈文明の興亡は、エジプト文明の
興亡ともリンクしており、両者はモンスーン
ンの活発・不活発によって大きく文明の興亡
をせまられたことが明らかとなった。 
（４）研究成果の展示のために科研費以外の
助成金などの資金を導入し、カンボジアにプ
ンスナイ遺跡博物館を建設した。またそこを
観光客にも公開し、学術調査に協力いただい
たカンボジアの現地の方が働ける場所を設
定した。 
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